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Jeffrey　Clark（茨城大学特任教授）
148 国際セミナー　「持続可能な発展と自然・人間」
精神的持続可能性
Discovering　a　Sustainable　Soul
一般的に「持続可能な発展」は生態学に結びつけられ、経
済・技術・社会機構の改善を目指している。その緊急の改善
が必要ではあるが、私たち人間のfeelingとthinkingが一変し
なければ、他の改善は失敗に終わるだろう。人を愛したり、
愛されたり、創造に喜びを見つけたり、己を乗り越えるという
人間の魂のニーズに応えるような解決が求められている。
現代のEcosystemストーリー
・Story　l　Don’t　Worry，　Be　Happy！
　自然界の変動や生態学的な災難は昔からあった。仕方がない。何と
　かなるだろう。
・Story　2　Help，　Doraemon！
　科学と資本主義はいろんな問題を起こしたが、いつも解決策を見つけてき
　た。「緑の革命」はその一例。科学のどの分野にも解決策が期待できる。
・Story　3ハルマゲドン
　人の心の悪のためにすべてが破滅に向かっていく。どんなに努力してもます
　ます悪くなるだろう。
　人類の唯一の希望は救世主。環境を救うことではなく、魂を救う時である。
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・Story　4：The　Ring　of　Power
　現在の戦闘は環境についてではなく、誰が世界を支配するかという
　覇権をめぐる権力の争いだ。私が全世界を支配する「転輪王」
　になる見込みがあったら、日本トキが絶滅するか否かはどうでもいい。
　絶滅危機種の卵も割らずにオムレツは作れない。
・　Story　1　一一3は自然、科学、市場、救世主などに希望を託した受け
　　身的な姿勢であるeそれに対してStory　4を生きている破壊者たち
　　は、戦略を練り、積極的に天下を取ろうとしている．私たちの星の
　来来を決める大戦闘の時代だが、今のところ、ダース・ベイダーが
　勝っている．
・Story　5：受賞、おめでとう！
・　人々の環境問題についての意識が高まり、燃料効率のよい車に乗り、几
　帳面にゴミをリサイクリングする。企業も環境にやさしい企業になる。私たちは
　みんなノーベル賞を受賞し、地球の日に互いにお祝いし合う。
・　地球の救いは広告事件ではない。地球を愛する賞がない。
Option平和な新時代
・ハッピーエンドは可能だが、そのストーリーとはo
環境破壊、貧困、不正などの問題が解決される新時代は、人類の手の届くと
ころにある。それは画一性という暗いイメージのcollectMty（集団性）の時では
なく、conviviality（一緒に生きて一緒に喜ぶ）という陽気な時代である。それは
私たちが創造する時代である。しかし、その創造物語のストーリーがまだ人類
の意識に深い根を下ろしていない。なぜ？
一昔前、人間のほとんどは多かれ少なかれ宗教から得たストーリーの枠の中
で生きていた。つまり、人生観は宗教的な概念に基づいていた。都市化につれ
て知識階級にはいわば文化的な思想も重要となり、宗教と直接関係のないベ
ートーヴェンやキュリー夫人もheroと見なされた。
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現代のストーリー丁フー 広告
現在、経済が発展した国々でマスコミの影響を受ける人の人生観は主に広告に基づ
いている。「どの社会も、幸福についての物語、つまり、個人が主観的にかつ客観的
に満足感を得ることができる方法を伝えるストーリーを語らなければならない。広告と
いう文化的機構はその問題について私たちの社会に非常にはっきりした答えを与える。
市場経由の物の消費を通して幸福と満足感を得ることができる、と。
Commodities　will　make　us　happy．」（The　Spectacle　of　Accumulation　by　Sut　Jhally，
P．102）
人間の歴史には現代の広告よりも有力な宣伝機構はない。人間の精神と行動に対す
るその効果と結果を理解しなければ、環境問題を解決することができない。
例えば、拒食症やbody　dysmorphic　disorder（BDD：身体醜形障害）がテレビや広告
と密接な関係があるという研究がある。
幸福への道古代アジアのストーリー
執着と消費を超えた心境
仏教の輪廻転生図の中心には豚と蛇、鶏がいる。これは
無知と怒り、どん欲を象徴しており、この三毒が苦の環境
を生み出している。この悪循環から離れた人間こそ本当
の幸せを得る。ヒンドゥ教の聖典バガヴァッド・ギーターは
この精神的な因果関係を詳しく説明している。
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An　Alternative　to　Consumerism
　　　（消費主義に代わるもの）
・　実にアルジュナよ、賢明な人が努力しても、かき乱す諸々の感官が、彼の
　意（こころ）を力ずくで奪う／、すべての感官を制御して、専心し、私［ク
　リシュナ］に専念して坐すべきである。感官を制御した人の智慧は確立す
　るから，人が感官の対象を思う時、それらに対する執着が彼に生ずる。執
　着から欲望が生じ、欲望から怒りが生ずる：t怒りから迷妄が生じ、迷妄か
　ら記憶の混乱が生ずる、記憶の混乱から知性の喪失が生じ、知性の喪失か
　ら人は破滅する：t
・　愛憎を離れた、自己の支配下にある感官により対象に向かいつつ、自己を
　制した人は平安に達する。平安において、彼のすべての苦は滅する。心が
　静まった人の知性は速やかに確立するから。専心しない人には知性はなく、
　専心しない人には瞑想（修習）はない．瞑想しない人には静寂はない。静
　寂でない者が、どうして幸福であろうか。実に、動きまわる感官に従う意
　　（こころ）は、人の智慧を奪う。風が水上の舟を奪うように，
　　（2巻60～67、E村勝彦訳）
